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2016（平成28年）

　１月１０日、プリミエール酒々井文化ホール

で成人式が行われ、今年度20歳を迎える新成人

３０７人のうち１３４人が参加しました。

　会場では、色鮮やかな振り袖や、真新しいスー

ツに身を包んだ若者たちが久しぶりに再会した

旧友と談笑したり、仲間同士で記念撮影をした

りとにぎやかな雰囲気にあふれていました。
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町
で
は
、
12
月
21
日
に
学
校
法

人
鎌
形
学
園
　
東
京
学
館
高
等
学

校
と
「
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所

等
の
施
設
利
用
等
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
東
京
学
館
高
等
学
校
は
、
従
来

か
ら
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
協
定
で
は
、

台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
で
災
害
の

発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
や
避
難

勧
告
等
を
発
令
し
た
場
合
に
避
難

所
を
い
ち
早
く
開
設
し
、
運
営
を

よ
り
円
滑
に
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　
協
定
の
お
も
な
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

 

・
緊
急
時
を
考
慮
し
、
町
は
東
京

学
館
高
等
学
校
に
電
話
等
に
よ
り

施
設
利
用
を
要
請
で
き
る
。

 

・
夜
間
等
職
員
が
不
在
と
な
る
場

合
に
備
え
て
、
町
は
東
京
学
館
高

等
学
校
か
ら
避
難
所
の
開
設
に
必

要
と
な
る
施
設
の
鍵
を
貸
与
さ
れ

る
。

 

・
東
京
学
館
高
等
学
校

の
職
員
が
不
在
の
場
合

に
、
町
の
職
員
が
学
校

施
設
を
開
錠
し
、
避
難

所
と
し
て
利
用
で
き
る
。

 

・
町
は
学
校
内
に
防
災

備
蓄
倉
庫
を
設
置
し
、

災
害
時
に
避
難
者
へ
備

蓄
品
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
す
る
ほ
か
、
学
校

の
生
徒
、
職
員
が
帰
宅

困
難
と
な
っ
た
場
合
に

も
備
蓄
品
を
提
供
す
る
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課

危
機
管
理
室
☎

２
１

７

協定締結式に出席した関係者
（前列左から東京学館高等学校の渋

し ぶ え と し お

江俊雄校長と小坂町長）

災
害
時
に
避
難
所
の
円
滑
な
開
設
等
を
行
う
た
め

東
京
学
館
高
等
学
校
と

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る

土
地
利
用
方
針
及
び
地
区
計
画

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
案
）の

意
見
を
募
集

「
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
等
の

施
設
利
用
等
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

　
町
で
は
、
持
続
可
能
な
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
す
た

め
市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
い
て
、

都
市
的
土
地
利
用
を
一
部
許
容
す

る
方
針
を
示
し
、
町
の
総
合
計
画

や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

内
容
を
補
完
す
る
「
市
街
化
調
整

区
域
に
お
け
る
土
地
利
用
方
針
及

び
地
区
計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
た
び
策
定
の
過
程
に
お
け
る
案

を
公
表
し
て
広
く
皆
さ
ま
か
ら
の

意
見
を
公
募
し
ま
す
。

策
定
案
の
縦
覧
・
意
見
募
集

期
　
間
　
２
月
２
日
㈫
～
16
日
㈫

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
８
時
30

分
～
17
時
15
分
）

縦
覧
場
所
　
ま
ち
づ
く
り
課
窓
口

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
閲
覧
可

意
見
の
提
出
方
法
　

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
表
題
を

記
入
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
ま
ち
づ
く
り
課
窓
口

②
郵
送
（
２
月
16
日
㈫
消
印
）

③
フ
ァ
ッ
ク
ス
　
④
電
子
メ
ー
ル

（m
ach

id
u
k
u
ri@

tow
n
.sh

isu
i.

chiba.jp

）

　
な
お
、
意
見
書
を
提
出
で
き
る

方
は
、
町
内
に
住
所
の
あ
る
方

（
法
人
を
含
む
）
お
よ
び
利
害
関

係
の
あ
る
方
で
す
。

※
町
は
、
提
出
さ
れ
た
意
見
を
十

分
に
考
慮
し
、
最
終
的
な
方
針
決

定
を
行
い
ま
す
。

提
出
先
　
〒
２
８
５
‐
８
５
１
０

印
旛
郡
酒
々
井
町
中
央
台
４
‐
11

　
ま
ち
づ
く
り
課
計
画
整
備
班

（
４
９
６
）
５
７
６
５

問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
課
計

画
整
備
班
☎

１
５
４

　軽自動車税は、毎年４月１日現在の定置場（主に車両を置いておく

場所）の市区町村で課税されます。町内を定置場としている方で、酒々

井町ナンバーや千葉ナンバーでない方は、下の表を参照のうえ、車検

証の住所変更（ナンバー変更）の手続きをお願いします。

問い合わせ　税務住民課住民税班☎ １１２・１１３

軽自動車の住所変更

車　　種 手続場所 持参するもの

原付自転車　
（125cc以下） 役場税務住民課または転出先の

軽自動車税担当課
ナンバープレート
標識交付証明書

小型特殊自動車

軽自動車（4輪）

軽自動車車検協会千葉事務所
☎050（3816）3114

（転出の場合は管轄する軽自動車
車検協会）

ナンバープレート
印鑑
車検証
住民票
自賠責保険証

軽２輪
（126㏄～ 250㏄）

千葉運輸支局
☎050（5540）2022

（転出の場合は管轄する陸運支
局）

輪小型自動車
（250cc以上）
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成
田
税
務
署
、
管
内
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
お
よ
び
成
田
間
税
会

で
は
、
税
に
つ
い
て
関
心
を
持

ち
、
正
し
い
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
、
中
学

生
か
ら
、「
税
の
作
文
・
標
語
」

を
募
集
し
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
酒
々
井
中
学
校
か
ら

５
人
の
３
年
生
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
税
の
作
文
「
酒
々
井
町

長
賞
」
に
つ
い
て
は
、
役
場
中
央

庁
舎
１
階
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

税
の
作
文

︻
酒
々
井
町
長
賞
︼

鈴
木
美
空
さ
ん

︻
成
田
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
　
佳
作
︼

髙
木
郁
輝
さ
ん

税
の
標
語

︻
成
田
間
税
会
　
優
秀
賞
︼

松
井
徳
広
さ
ん

︻
成
田
間
税
会
　
佳
作
︼

金
子
実
央
さ
ん

宮
崎
史
温
さ
ん
　

問
い
合
わ
せ
　
税
務
住
民
課
住
民

税
班
☎

１
１
１

酒
々
井
中
学
校
３
年
生

「
税
の
作
文
・
標
語
」で
表
彰

　
町
で
は
、
各
種
証
明
書
の
交
付

な
ど
、
窓
口
業
務
に
利
用
す
る
公

用
封
筒
を
寄
附
し
て
い
た
だ
け
る

事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
作
成
し
て
い
た
だ
く
封
筒
は

（
図
）
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
、

応
募
は
法
人
等
の
団
体
、
個
人
事

業
主
の
別
を
問
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
寄
附
の
申
し
出
を
い
た

だ
く
際
に
は
、「
酒
々
井
町
広
告

入
り
公
用
封
筒
寄
附
申
込
書
」
に

企
画
書
な
ど
の
必
要
書
類
を
併
せ

て
提
出
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
広
告
の
内
容
等
に
よ
っ

て
は
、
申
し
出
を
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

封
筒
の
規
格
　
角
形
６
号
（
ヨ
コ

１
６
２
㎜
×
タ
テ
２
２
９
㎜
）

寄
附
枚
数
　
１
万
枚
～
２
万
枚
程
度

使
用
期
間
　
原
則
１
年

申
込
期
限
　
２
月
29
日
㈪

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
管
財
班
☎

２
２
５

　
井
戸
に
メ
ー
タ
ー
器
の
設
置
が

な
く
井
戸
水
を
公
共
下
水
道
に
排

水
す
る
場
合
は
、
そ
の
家
庭
に
お

住
ま
い
の
人
数
に
よ
り
汚
水
量
を

認
定
し
使
用
料
を
算
定
し
て
い
ま

す
。

　
正
し
い
使
用
料
を
算
定
す
る
た

め
、
人
数
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
必
ず
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

︽
汚
水
量
の
認
定
方
法
︾

① 

井
戸
水
の
み
を
使
用
し
て
い
る

場
合
は
、
世
帯
員
一
人
に
つ
き

一
か
月
８
㎥
を
汚
水
量
と
認
定

し
ま
す
。

② 

上
水
道
と
井
戸
水
を
併
用
し
て

い
る
場
合
は
、
上
水
道
の
使
用

水
量
に
世
帯
員
一
人
に
つ
き
１

か
月
４
㎥
を
加
算
し
た
も
の
を

汚
水
量
と
認
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
課
工
務

班
☎
（
４
９
６
）
７
７
２
５

届
出
は
忘
れ
ず
に
！

﹁
井
戸
水
を
下
水
道
に

排
水
し
て
い
る
方
へ
﹂

広
告
入
り
公
用
封
筒
を

寄
附
し
て
い
た
だ
け
る

事
業
者
を
募
集
し
ま
す

窓口用封筒

広告スペース

（図）

2月の
移動交番
開 設 日

　各種届出の受理や

周辺の警戒、巡回パトロール等を行います。

ＪＲ酒々井駅前交流センター

３日㈬　10時～11時30分

17日㈬　10時～11時30分

24日㈬　10時～11時30分

酒々井プレミアム・アウトレット

３日㈬　14時～15時30分　

19日㈮　14時～15時30分

※予定は変更する場合があります。

問い合わせ　佐倉警察署地域課移動交番係

☎（４８４）０１１０

鈴
す ず き

木　美
み く

空さん髙
た か ぎ

木　郁
ふ み き

輝さん

宮
みやざき

崎　史
し お ん

温さん 金
か ね こ

子　実
み お

央さん 松
ま つ い

井　徳
のりひろ

広さん
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町
ユ
ネ
ス
コ
協
会
会
長
で
、
現

在
、
千
葉
県
ユ
ネ
ス
コ
協
会
広
報

委
員
長
を
務
め
ら
れ
て
い
る
永
田

光
哉
さ
ん
（
写
真
）
が
、
平
成
27

年
度
千
葉
県
教
育
功
労
者
表
彰
式

で
、
社
会
教
育
・
個
人
の
部
の
功

労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
永
田
さ
ん
は
、
平
成
12
年
に
町

ユ
ネ
ス
コ
協
会
会
長
に
就
任
し
、

平
成
26
年
か
ら
は
県
ユ
ネ
ス
コ
協

会
広
報
委
員
長
と
し
て
、
協
会
の

活
動
の
推
進
や
児
童
の
国
際
理
解

教
育
と
平
和
教
育
に
関
わ
り
、
県

社
会
教
育
の
進
展
に
貢
献
し
た
功

績
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
社
会

教
育
班
☎
（
４
９
６
）
５
３
３
４

募
集
人
員
　
３
人

対
　
象
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
経
験
者
・
研
修
終
了

者
（
研
修
受
講
予
定
者
含
む
）

勤
務
期
間
　
４
月
１
日
㈮
～
９
月

30
日
㈮

勤
務
地
　
東
酒
々
井
１
‐
１
‐
46

井
戸
端（
酒
々
井
町
交
流
サ
ロ
ン
）

勤
務
日
時
　
月
曜
日
～
土
曜
日
の

10
時
～
16
時
45
分
（
月
８
～
12
日

程
度
）

業
務
内
容
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
施
設
管
理
（
勤

務
記
録
）・
パ
ソ
コ
ン
操
作
等

賃
　
金
　
時
給
８
５
０
円
（
規
定

に
よ
り
交
通
費
を
支
給
）

そ
の
他
　
労
災
あ
り（
社
会
保
険
・

雇
用
保
険
な
し
）

提
出
物
　
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）・

小
論
文
５
０
０
字
程
度
、
テ
ー
マ

「
住
民
活
動
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

に
つ
い
て
」

申
込
方
法
　
３
月
９
日
㈬
ま
で
に

提
出
物
を
持
参
の
う
え
、
住
民
協

働
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
後
日
面
接
を
行
い
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
　
住
民
協
働
課
活
動

推
進
班
☎

３
６
１

　
平
成
28
年
度
か
ら
千
葉
県
お
よ

び
県
内
全
市
町
村
は
、
事
業
者
に

よ
る
個
人
住
民
税
の
給
与
天
引
き

を
徹
底
し
ま
す
。

　
所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
の
あ

る
給
与
支
払
者
（
事
業
者
）
は
、

従
業
員
（
納
税
義
務
者
）
の
個
人

住
民
税
を
特
別
徴
収
す
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
町
か
ら
送
付
さ
れ
る
納

付
書
で
給
与
所
得
に
つ
い
て
の
個

人
住
民
税
を
納
付
（
普
通
徴
収
）

さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
も
平
成

28
年
６
月
以
降
は
、
給
与
か
ら
の

天
引
き
（
特
別
徴
収
）
に
よ
り
個

人
住
民
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
給
与
の
支
払
い
が
毎
月

で
は
な
い
な
ど
、
例
外
と
し
て
普

通
徴
収
が
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
従
業
者
個
人
が
切
り
替
え
に
必

要
と
な
る
手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
住
民
課
住
民

税
班
☎

１
１
２

永
な が た

田　光
みつちか

哉さん
（酒々井）

割
引
が
大
き
い
口
座
振
替

①
平
成
28
年
度
分
の
前
納
（「
１

年
分
の
前
納
」、「
６
か
月
分
の
前

納
」、「
早
割
」
の
い
ず
れ
か
）

②
平
成
28
年
度
分
と
平
成
29
年
度

分
の
２
年
分
の
前
納

　
希
望
す
る
方
は
、
年
金
手
帳
・

通
帳
・
届
出
印
を
持
っ
て
、
２
月

29
日
㈪
ま
で
に
、
年
金
事
務
所
か

金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
し

込
み
後
は
口
座
の
残
高
不
足
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

現
金
納
付
は
納
付
期
限
に
注
意

　
現
金
納
付
の
場
合
、
毎
年
４
月

に
届
く
各
月
納
付
書
（
４
月
～
翌

年
３
月
分
）
の
他
に
、
１
年
分
・

６
か
月
分
（
４
月
～
９
月
分
・
10

月
～
翌
年
３
月
分
）
の
前
納
納
付

書
が
同
封
さ
れ
、
１
年
分
と
６
か

月
分
に
は
割
引
さ
れ
た
金
額
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
前
納
す
る
方
は
納
付
期
限
ま
で

に
必
ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
幕
張
年
金
事
務
所

☎
（
２
１
２
）
８
６
２
１

　
昨
年
末
実
施
し
た
赤
い
羽
根
共

同
募
金
運
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
各
市
町
村

の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
分
配
さ
れ
、

地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の
事
業
に
役

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
12
月
に
行
わ
れ
た
歳
末
た

す
け
あ
い
募
金
は
、
福
祉
施
設
等
へ

の
見
舞
金
や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

へ
の
お
せ
ち
料
理
の
配
布
な
ど
の
事

業
に
役
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
４
９
６
）
６
６
３
５
　

広告

4

永
田
光
哉
さ
ん
が

千
葉
県
教
育
功
労
賞
を
受
賞

臨
時
職
員
募
集

赤
い
羽
根
共
同
募
金

県
・
町
民（
住
民
）税
の

給
与
天
引
き
の
徹
底

国
民
年
金
保
険
料
を

前
納
す
る
と
割
引
が

大
き
く
お
得
で
す

「
井
戸
端
」（
交
流
サ
ロ
ン
）



　
１
月
か
ら
社
会
保
障
・
税
・
災

害
対
策
の
分
野
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
利
用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
役
場
窓
口
で
手
続
き

を
行
う
際
に
、
申
請
書
等
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
記
入
し
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
不
在
な
ど
で
お
受
け
取
り
い
た

だ
け
な
か
っ
た
通
知
カ
ー
ド
は
、

町
に
返
送
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

税
務
住
民
課
住
民
班
の
窓
口
で
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に

運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
書
類

〈
表
１
〉
と
認
印
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
町
で
は
通
知
カ
ー
ド
を

３
月
31
日
㈭
ま
で
保
管
し
て
い
ま

す
。
保
管
期
限
が
過
ぎ
た
４
月
１

日
㈮
以
降
に
通
知
カ
ー
ド
の
交
付

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
再
交
付

と
い
う
扱
い
に
な
り
、
再
交
付
の

申
請
と
手
数
料
５
０
０
円
、
さ
ら

に
発
行
に
も
日
に
ち
が
か
か
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
た

後
、
写
真
と
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
付
き
の

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
を
申
請
し

て
い
る
方
は
、
次
の
手
順
で
税
務

住
民
課
住
民
班
の
窓
口
で
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

① 

交
付
通
知
書
（
は
が
き
）
が
郵

便
で
申
請
者
の
自
宅
に
届
き
ま

す
。
届
い
た
は
が
き
が
申
請
を

確
認
す
る
照
会
書
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
裏
面
を
よ
く
お
読

み
に
な
っ
て
回
答
書
に
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
て
押
印
し
て
く

だ
さ
い
。

② 

交
付
通
知
書
（
は
が
き
）
と
本

人
確
認
書
類
〈
表
１
〉
及
び
通

知
カ
ー
ド
、
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
（
お
持
ち
の
方
の
み
）
を

持
参
の
う
え
、
本
人
が
ご
来
庁

く
だ
さ
い
。

※
通
知
カ
ー
ド
と
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
と

の
重
複
所
持
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
時
に

返
納
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
15
歳
未
満
の
方
ま
た
は
成
年
被

後
見
人
の
方
に
は
そ
の
法
定
代
理

人
が
同
行
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　

　
法
定
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

も
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
本
人
が
病
気
等
や
む
を

得
な
い
理
由
に
よ
り
お
越
し
に
な

れ
な
い
場
合
は
、
代
理
人
に
受
取

り
を
委
任
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
通
知
カ
ー
ド
と
一
緒
に
郵
送

さ
れ
た
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付

申
請
の
ご
案
内
」
の
７
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

③ 

窓
口
で
は
本
人
確
認
書
類
と
顔

認
証
装
置
に
よ
る
確
認
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
確
認
後
、
暗
証
番
号
を
設

定
し
て
い
た
だ
い
て
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
を
お
受
け
取
り
い
た

だ
き
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
有
効
期
限

① 

所
有
者
が
20
歳
以
上
…
10
回
目

の
誕
生
日
ま
で

② 

所
有
者
が
20
歳
未
満
…
５
回
目

の
誕
生
日
ま
で

問
い
合
わ
せ
　
税
務
住
民
課
住
民

班
☎

１
２
７ 

・
１
２
８

詐欺被害にあわないよう
注意しましょう！

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗

し
た
不
正
な
勧
誘
や
詐
欺
な
ど

に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＜表１＞

A書類
右のうち１点（顔写真付き
のもの）を持参

個人番号カード・住民基本台帳カード・旅券・運転免許証・運転経歴証明
書（平成２４年４月１日以後に発行されたもの）・身体障害者手帳・療育
手帳・精神障害者保健福祉手帳・在留カード・特別永住者証明書・官公署
が発行した身分証明書など

B書類（A書類がない場合）
右のうち２点を持参

生活保護受給者証・健康保険又は介護保険証の被保険者証・医療受給者証・
各種年金証書（手帳）・児童扶養手当証書・特別児童扶養手当証書・税金
の納付書・預金通帳・企業の社員証・学生証・A書類が更新中に交付され
る仮証明書や引換書類など

　「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
ま
た

は
「
通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ

ー
ド
」
に
つ
い
て
、
ご
不
明
な
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

０
１
２
０
（
９
５
）
０
１
７
８

９
時
30
分
～
22
時
（
平
日
）

９
時
30
分
～
17
時
30
分
（
土
・
日
・

祝
日
）

内
閣
官
房
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.cas.g

o.jp
/jp

/

seisak
u
/b

an
g
oseid

o/in
d
ex

.

htm
l
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通
知
カ
�
ド
が

届
い
て
い
な
い
方
へ

個
人
番
号
カ
�
ド
の

受
け
取
り
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
�
総
合
フ

リ
�
ダ
イ
ヤ
ル（
無
料
）

社
会
保
障
・
税
番
号

（
マ
イ
ナ
ン
バ
�
）制
度



スタート 平成28年１月１日現在、酒々井
町に住民登録がありますか？

町・県民税（以下住民税）申告は、１月１日現在の住民登録がある市区町
村へ、所得税申告は現在お住まいの管轄の税務署へ提出してください。

平成27年中に収入はありましたか？あった場合は次のどれにあたりますか？

はい

はい

はい

はい

はい はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえいいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

同居親族の方の
扶養になっていま
すか？

申告の必要は
ありません。

主に給与収入
（年金＋給与含む）

年金収入のみ 
  （※１）

給与・年金以外に営業・不
動産・農業収入等がある

別居親族の扶養になって
いた場合でも住民税申告
が必要です。

（※１）年金収入のみの方でも、複数から年金を受
給している方や、個人年金などを受給されている方
は申告が必要な場合があります。

（※２）公的年金等の収入が400万円以下の方であ
り、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金
額が20万円以下である場合には、所得税の確定申
告は必要ありませんが、所得税の還付を受ける場合
は確定申告が必要です。また、確定申告が不要でも
住民税申告が必要な場合があります。

（※３）給与以外の所得が公的年金の場合、（※２）
と同様です。

（注意）申告の必要がないとされた方でも、国
民健康保険税などの軽減判定やその他の行政
サービスを受けるうえで住民税申告が必要な場
合があります。

年末調整は済んで
いますか？
給与収入は２千万
円以内ですか？

給与以外の所得
がありましたか？

給与以外の所得が
20万円を超えてい
ますか？（※３）

所得税の確定申
告が必要です。

年金収入は400万円を
超えていますか？
扶養や保険料控除の
追加などはありますか？

所得税の確定申告
または住民税申告
が必要です。

２か所以上から給
与をもらっていま
すか？

住民税申告が必要
です。

所得税の確定申告または
住民税申告が必要です。

  （※2）

年金収入が400万円以
下の方は申告の必要
はありません。

勤務先から給与支
払報告書が町に提
出されていますか？

申告の必要はありま
せん。

申告は、正しくお早めに
2月16日～3月15日
申　告　期　間

まずは確認してみましょう。あなたの申告

　
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
の
源
泉
徴
収
を
さ
れ
な
い
個
人

事
業
者
や
農
業
な
ど
の
自
営
業
の

方
、
ま
た
、
年
末
調
整
済
み
の
給

与
所
得
者
で
も
、
年
末
調
整
後

に
、
医
療
費
控
除
や
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
を
追
加
し
、
還
付
を
受
け
よ

う
と
す
る
方
は
、
申
告
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

●
収
入
（
所
得
）

　
平
成
27
年
分
の
源
泉
徴
収
票

（
給
与
・
年
金
・
報
酬
・
一
時
所

得
等
）
や
内
訳
を
記
載
し
た
収
支

内
訳
書
（
営
業
・
農
業
・
不
動
産
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
所
得
控
除

▼
社
会
保
険
料
控
除

　
平
成
27
年
中
に
納
付
し
た
各
種

社
会
保
険
料（
国
民
健
康
保
険
税
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護

保
険
料
、
各
種
年
金
の
掛
金
な

ど
）
の
控
除
証
明
書
や
領
収
書
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
日

本
年
金
機
構
控
除
証
明
書
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
（
０
５
８
）

５
５
５
ま
で

▼
生
命
保
険
・
個
人
年
金
・
介
護

医
療
・
地
震
・
旧
長
期
損
害
保
険

料
控
除

　
各
保
険
会
社
等
か
ら
発
行
さ
れ

た
証
明
書
の
原
本
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

▼
配
偶
者
特
別
控
除
・
扶
養
控
除

　
配
偶
者
の
収
入
が
わ
か
る
書
類

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
源
泉
徴
収
票
の
内
容

に
、
扶
養
者
の
追
加
や
削
除
（
扶

養
者
の
所
得
が
38
万
円
を
超
過

し
、
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
）
な
ど
変
更
が
あ
っ
た
場

合
も
確
定
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
障
害
者
控
除

　
障
害
者
手
帳
ま
た
は
そ
れ
に
代

わ
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
医
療
費
控
除

　
平
成
27
年
中
に
支
払
っ
た
医
療

費
が
10
万
円
を
超
え
た
額
（
所
得

金
額
が
２
０
０
万
円
未
満
の
方

は
、
支
払
っ
た
医
療
費
が
所
得
金

額
の
５
％
を
超
え
た
額
）
が
あ
る

場
合
に
控
除
で
き
ま
す
。

6

所
得
税
お
よ
び
復
興
特

別
所
得
税
の
確
定
申
告

２
月
８
日
か
ら
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
で

所
得
税
の
確
定
申
告
受
付
開
始

確
定
申
告
に
必
要
な
も
の



　
支
払
っ
た
医
療
費
に
つ
い
て
、

人
ご
と
、
病
院
ご
と
等
に
ま
と

め
、
領
収
書
の
原
本
を
封
筒
な
ど

に
入
れ
て
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　〈
表
１
〉
の
２
か
所
で
相
談
・

受
付
を
行
い
ま
す
。
ご
確
認
の
う

え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
自
書
申
告
書
の
作
成
コ
ー
ナ
ー

　
中
央
公
民
館
の
会
場
で
は
、
そ

の
場
で
申
告
書
を
作
成
、
計
算
確

認
を
し
て
い
た
だ
く
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
て
い
ま
す
。

◆
次
の
①
～
⑦
の
申
告
書
に
つ
い

て
は
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
で
の

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
中
央
公

民
館
で
は
完
成
し
て
い
る
申
告
書

の
み
受
付
し
ま
す
。

①�

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
初

め
て
受
け
る
方

②�

分
離
課
税
と
な
る
譲
渡
所
得
・

配
当
所
得
が
あ
る
方

③�

山
林
所
得
・
退
職
所
得
が
あ
る

方
④
雑
損
控
除
を
受
け
る
方

⑤
青
色
申
告
の
方

⑥�

贈
与
税
・
個
人
消
費
税
な
ど
国

税
に
関
す
る
申
告
を
す
る
方

⑦�

過
年
分
の
申
告
、
そ
の
他
複
雑

な
計
算
を
要
す
る
申
告

※
こ
の
ほ
か
に
も
、
相
談
内
容
に

よ
っ
て
は
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田

へ
ご
案
内
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
お
知
ら
せ

○�

成
田
税
務
署
内
に
は
、
申
告
書

の
作
成
や
相
談
の
会
場
は
設
け

て
い
ま
せ
ん
。

○�

中
央
公
民
館
で
は
受
け
付
け
る

人
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
受

け
付
け
時
間
よ
り
前
に
受
け
付

け
が
終
了
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

○�

申
告
書
を
郵
送
で
提
出
す
る
場

合
は
、
郵
便
ま
た
は
信
書
で
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、「
本

人
控
え
」
が
必
要
な
方
は
、
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

は
、
改
め
て
住
民
税
の
申
告
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
に

該
当
す
る
方
は
、
住
民
税
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

①�

公
的
年
金
収
入
が
４
０
０
万
円

以
下
で
あ
り
、
か
つ
公
的
年
金

以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の

方
②�

勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書

が
町
へ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

（
提
出
の
有
無
は
勤
務
先
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
）

③�

給
与
所
得
以
外
に
20
万
円
以
下

の
所
得
が
あ
る
方

④�

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、
酒
々

井
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な

い
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方

⑤�

事
業（
営
業
・
農
業
な
ど
）所
得
、

不
動
産
所
得
等
が
あ
り
、
確
定

申
告
に
該
当
し
な
い
方

⑥�

収
入
金
額
の
明
記
さ
れ
た
非
課

税
証
明
書
が
必
要
に
な
る
方

※
昨
年
に
住
民
税
申
告
を
さ
れ
た

方
に
は
、
町
か
ら
申
告
書
を
郵
送

し
ま
す
。

　
住
民
税
の
申
告
は
、
国
民
健
康

保
険
税
や
介
護
保
険
料
な
ど
の
算

定
資
料
に
な
る
ほ
か
、
保
育
園
に

入
園
す
る
際
や
融
資
を
受
け
る
際

に
必
要
な
証
明
書
の
基
礎
資
料
に

な
り
ま
す
。

　
所
得
が
な
く
、
だ
れ
の
扶
養
控

除
対
象
に
も
な
っ
て
い
な
い
方
や
、

別
世
帯
の
親
族
の
扶
養
控
除
対
象

に
な
っ
て
い
る
方
（
単
身
赴
任
し

て
い
る
方
も
含
み
ま
す
）、
遺
族
年

金
・
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税
所

得
の
み
の
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　

国
税
に
つ
い
て
…
成
田
税
務
署

☎
０
４
７
６
（
２
８
）
５
１
５
１

音
声
案
内
に
よ
り
ご
案
内
し
ま
す
。

住
民
税
に
つ
い
て
…
税
務
住
民
課

住
民
税
班
☎

１
１
２ 

・
１
１
３

　

〈表１〉申告会場と内容

会　　場 ①イオンモール成田２階イオンホール ②中央公民館２階研修室 持参するもの

日 時 2月８日㈪～3月15日㈫  ９時～16時 ２月16日㈫～３月15日㈫　９時～11時30分、13時～15時30分 ①申告書（送付
されたものがあ
れば） ②印鑑
③ 本人名義 の
口座番号がわか
るもの ④収入
関 係・控 除 関
係の各書類

相談・受付内容 所得税、贈与税、個人消費税の申告 所得税の確定申告および住民税の申告

休日相談・受付 2月21日㈰・2月28日㈰ 土・日・祝日は受付を行っていません。

申告書の郵送先
所 得 税 ⇒〒286-8501　成田市加良部1－15　成田税務署　個人課税部門

住 民 税 ⇒〒285-8510　酒々井町中央台4－11　酒々井町税務住民課住民税班

備 　 考 両会場とも混雑状況により、早めに受付を終了させていただく場合がありますのでご注意ください。

　申告会場は、毎年大変混み合います。
国税庁のホームページ「確定申告等作
成コーナー」を利用していただくと、
24 時間いつでも所得税の確定申告書
などを作成することができます。必要
事項を入力後、申告書を印刷し押印し
て、そのまま提出（郵送）することが
できますので、ぜひご利用ください。
国税庁ホームページ

http://www.nta.go.jp/

　e-Tax（国税電子申告・納税システ
ム）は、本人の電子署名および電子証
明書（住民基本台帳カード等）をカー
ドリーダに読み込ませて、国税庁の
ホームページから直接申告することが
できるシステムです。
　毎年申告をする方やお忙しい方な
ど、会場に足を運ぶことなく、申告す
ることができ大変便利です。詳しくは、
国税庁のホームページをご覧のうえ、
ご利用ください。
※税務署から配布される申告用紙は、
年々減少しています。e-Tax で送信す
るか、国税庁のホームページから印刷
していただくなど、ご理解とご協力を
お願いします。

申告会場は、大変混雑!
国税庁ホームページなら
待たずに作成できます。

自宅からネットで申告便利な『 e-Ｔax』
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酒々井町職員人事行政運営等の状況

職員の給与の状況2
一般行政職 （平成27年4月１日現在）

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

酒々井町 4 5 . 1 歳 347,467円 429,530円

千 葉 県 4 2 . 8 歳 326,573円 416,393円

国 4 3 . 5 歳 334,283円 408,996円
「平均給料月額」とは、一般行政職の職員の基本給の平均です。
「平均給与月額」とは、給与月額と月々支給される扶養手当・地域手当・住居手
当・時間外手当等の諸手当の合計です。国の平均給与月額には時間外勤務手当
等は含んでいません。

分限および懲戒処分の状況4
（平成26年度）

分限処分 懲戒処分

降 任 免 職 休 職 降 給 免職 停職 減給 戒告

0 人 0 人 2 人 0 人 0人 0人 0人 0人
「分限処分」とは、職員がその職責を十分に果たすことができない場合に行う処
分で、公務の能率維持を目的とします。
「懲戒処分」とは、職員の一定の義務違反に対する道義的責任を問うための処分
で、公務における規律と秩序を維持することを目的としています。
※休職事由は、すべて心身の故障のために長期療養を必要とするものです。

職員数の状況1
⑴　職員の退職・採用の状況

職　　種 平成26年度退職者数 平成27年度採用者数

一般行政職 ９ 人 1 2 人 （ 2 人 ）

技能労務職 0 人 0 人
退職・採用者には、千葉県、千葉県教育委員会等からの派遣職員を含む。
任期付職員数は内数として、（　）書きで表記しています。

⑵　部門別職員数の状況

部　　門
職　員　数

増減数
平成26年度 平成27年度

普通会計
部　　門

一般行政部門 1 2 1 人 1 2 7 人 6 人

教 育 部 門 2 9 人 2 7 人 △ 2 人

小 　 　 　 　 　 計 1 5 0 人 1 5 4 人 4 人

公営企業等会計部門 2 0 人 1 9 人 △ 1 人

合 　 　 　 　 　 計 1 7 0 人 1 7 3 人 3 人
※各年度における定員管理調査において報告した部門別職員数です。
一般行政部門：議会事務局、総務・企画、税務、農林水産、商工、土木、民生、衛
生の各部門（教育委員会を除く農業委員会等の各行政委員会を含む）の総称。
教育部門：教育委員会の所管部門の総称。
公営企業等会計部門：水道、下水道、その他（国保事業、介護保険事業、後期高
齢者医療事業）の各部門の総称。

職員の勤務時間その他勤務条件の状況3
⑴　勤務時間

勤　務　時　間 休　憩　時　間

8時30分～17時15分（7時間45分） 12時～13時（60分）

（平成27年4月１日現在）

⑵　休暇などの種類
種　類 内　　　　　　　　　　　容

年次有給休暇
1年に20日間（新規採用の年は、採用月に応じ）付与され
ます。残日数は翌年に限り繰り越すことができます。
※取得は、1時間を単位とすることができます。

病気休暇 負傷または疾病のため療養する必要があり、勤務をしないこ
とがやむを得ないと認められる場合に承認される休暇です。

特別休暇 親族の葬儀等の特別な事由により勤務しないことが相当で
ある場合に承認される休暇です。

介護休暇 配偶者および2親等以内の親族などの介護をするため、勤務
しないことが相当である場合に承認される休暇です。

育児休業 3歳未満の子どもを養育するために、承認を受けて職務に
従事しないことができます。

部分休業 小学校入学前までの子どもを養育するために、承認を受け
て勤務時間の一部について勤務しないことができます。

職員の研修および勤務成績の評定状況6

研修の名称 受講者数等

市町村職員中央研究所 3 人

千葉県自治研修センター 1 0 人

印旛郡市広域市町村圏事務組合 1 2 人

文部科学省派遣研修 1 人

早稲田大学人材マネジメント研究所 3 人

人権セミナー研修（６回） １３０人（延べ）

その他 8 1 人

　職員の教養および資質の向上を図ることを目的に、市町村職員研修所、千葉県
自治研修センター、印旛郡市広域市町村圏事務組合等における研修への派遣を
実施しています。
　また、職員の執務について定期的に能力や実績などに関しての勤務成績の評定
を行い、その評定結果を昇給等の参考としています。

職員の福祉および利益の保護の状況7
　職員の安全と健康を確保し、快適な職場環境を形成するために、衛生管理者、
衛生推進者、産業医による衛生委員会などの運営を行っています。
　さらに、事業者責任として職員の健康管理状態を把握し、健康障害や疾病の
早期発見を行うために定期健康診断等を実施しています。
　また、職員の生活の安定と福祉の向上を図るために、健康保険に相当する短期
給付、厚生年金に相当する長期給付業務を行う千葉県市町村職員共済組合に加
入しているほか、福利厚生を図るため職員の互助組織として、職員の互助会費等
で運営されている「千葉県市町村職員互助会」への負担金※①および「酒々井町
職員向上会」への補助金※②を支出しています。
※① 基準日（4月1日）現在の給料月額に1,000分の4.5を乗じて得た額（年度１
回）　② 基準日現在の会員一１人当たり年額3,200円

5 職員の服務の状況
⑴　年次有給休暇の取得状況

対象
職員数Ａ

総付与
日数Ｂ

総取得
日数Ｃ

平均取得
日数Ｃ/Ａ

消化率
Ｃ/Ｂ

107人 4,130日 881日 8.2日 21.3％
「対象職員」とは、平成26年1月1日から同年12月31日までの全期間在職した一般
職員（議会事務局等の委員会職員を除く）をいい、当該期間中に中途採用された者
および退職した者並びに育児休業または休職などの事由のある職員を除きます。
「総付与日数」とは、平成26年1月1日現在において各職員に付与された日数（前年
からの繰越日数を含む）を合計したものです。

⑵　介護休暇、育児休業および部分休業の取得状況

種　　類
平成26年度取得者数

男性職員 女性職員 合　　計
介 護 休 暇 0 人 0 人 0 人
育 児 休 業 0 人 4 人 4 人
部 分 休 業 0 人 0 人 0 人

　　　　　問い合わせ　総務課総務班☎ ２１３
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【材料】
ほうれん草（３cm）
焼きのり（ちぎる）
白ごま
ちりめんじゃこ
  マヨネーズ
  しょうゆ

【材料】
たら切り身
米粉 
揚げ油
にんじん（千切り）
しめじ（小房に分ける）
ほうれん草（３cm →下ゆで）
ねぎ（斜めうす切り）
  砂糖・みりん
  しょうゆ
  トマトケチャップ
水
片栗粉（水溶き）

季節おすすめレシピの第３回目は「冬」です。
冬は鍋物や煮物に合う食材が多く出回ります。
体を温める料理で寒い冬を乗り切りましょう。※材料は４人分です。

問い合わせ
学校給食センター
☎（４９６）１１５１

【材料】
鶏肉小間切れ
酒（鶏肉を漬けておく）
にんじん（厚めのいちょう切り）
大根（厚めのいちょう切り）
干し椎茸（戻す→千切り）
生揚げ（油抜き→２cm 角）
チンゲン菜（３cm）
にんにく・生姜（みじん切り）
  砂糖
  みりん
  しょうゆ
  オイスターソース
水
油

【材料】
れんこん
  塩
  白玉粉
  片栗粉
大根（いちょう切り）
ごぼう（ささがき）
にんじん（いちょう切り）
小松菜（３cm）
ねぎ（小口切り）
みそ
だし汁

100 ｇ
適量

100 ｇ  
400 ｇ 

２枚
１枚

100 ｇ  
少々

小さじ２
小さじ１
大さじ２
大さじ１

適量
適量

100 ｇ
ひとつまみ

30 ｇ
10 ｇ
40 ｇ  
20 ｇ
40 ｇ
40 ｇ
20 ｇ

大さじ２
600cc

200 ｇ
１枚

大さじ１
大さじ１

大さじ１・１／２
小さじ１／２

４切れ
適量
適量
40g

１パック
60g
80g 

各大さじ１
小さじ２

大さじ１・１／２
150cc

適量

給食センターからこんにちは
給食人気レシピ～冬～

大根のオイスターソース煮 れんこんのだんご汁

ポパイサラダ

たらの米粉揚げ 
　　たっぷり野菜ソース

【作り方】
① にんじんと大根は下ゆでしておく。
② 鍋に油を入れ，にんにく・生姜を炒める。
③ 鶏肉を入れ炒める。
④ にんじん・大根・干し椎茸を入れ，水を加える。
⑤ A を入れ煮込む。途中，生揚げを加えて煮含める。
⑥ チンゲン菜を加える。
★大根の葉があれば，チンゲン菜の代わりに入れると
 良いです。

【作り方】
① れんこんは皮をむいて，すりおろし，軽く水気を切る。
② ①に A を入れてこねる。
③ だし汁に大根・にんじん・ごぼうを入れ煮る。
④ ③に②をだんご状にして入れる。
⑤ 小松菜を入れ，材料に火が通ったら，みそを入れる。
⑥ ねぎを加える。

【作り方】
① Ａは混ぜ合わせておく。
② ほうれん草をゆで，水気を切り，A で和える。
③ ②を皿に盛り，のり・白ごま・ちりめんじゃこを
  のせる。
④ 食べる直前に全体を混ぜる。

【作り方】
① たらは米粉をまぶし，揚げておく。
② 鍋に水を入れ，にんじん・しめじを煮る。
③ ほうれん草・ねぎと A を加え，水溶き片栗粉でとろみを
  つける。①にかける。

A

A

A

カロテン豊富な

ほうれん草は

免疫力を高めて

くれます。

れんこんは

ビタミンCが多く，

かぜなどの感染症

予防に役立ちます。

A
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白
井
天
文
同
好
会
の
協
力
を
得

て
開
催
し
ま
す
。
星
に
つ
い
て
説

明
を
聞
き
、
天
体
望
遠
鏡
で
夜
空

を
観
察
し
ま
す
。

日
　
時
　
２
月
13
日
㈯
　
18
時
～

19
時
（
受
付
17
時
30
分
～
）
※
雨

天
決
行

会
　
場
　
酒
々
井
小
学
校
体
育
館

 

・
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
費
　
無
料

対
　
象
　
小
学
校
３
年
生
～
中
学

校
３
年
生

定
　
員
　
30
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限
　
２
月
５
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
生
涯

学
習
課
社
会
教
育
班
☎（
４
９
６
）

５
３
３
４

月
の
ク
レ
�
タ
�
を
見
よ
う
！

　
日
本
の
17
歳
以
下
の
子
ど
も
の

約
６
人
に
１
人
が
貧
困
状
態
に
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
生
ま
れ
て
き
た
環
境
や
災
害
に

よ
っ
て
、
貧
困
な
ど
の
困
難
な
環

境
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
も
公
平

な
チ
�
ン
ス
を
与
え
る
た
め
に
活

動
を
し
て
い
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ

ッ
ズ
ド
ア
理
事
長
、
渡
辺
由
美
子

さ
ん
（
写
真
）
を
講
師
に
迎
え
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
２
月
18
日
㈭
　
10
時
～

11
時
30
分
　
受
付
９
時
30
分
～
、

開
場
９
時
45
分

会
　
場
　
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井

文
化
ホ
ー
ル

講
　
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ッ
ズ
ド

ア
理
事
長
　
渡
辺
　
由
美
子
さ
ん

定
　
員
　
３
５
０
人
（
先
着
順
）

事
前
申
込
不
要

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
社
会

教
育
班
☎
（
４
９
６
）
５
３
３
４

　
地
域
福
祉
フ
�
ー
ラ
ム
は
「
地

域
づ
く
り
の
あ
り
方
・
取
り
組
み

方
を
話
し
合
い
、
地
域
福
祉
を
推

進
す
る
話
し
合
い
の
場
」と
し
て
、

本
年
度
第
４
回
目
と
し
て
開
催
し

ま
す
。

　
今
年
３
月
で
東
日
本
大
震
災
か

ら
５
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
あ

ら
た
め
て
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
町
内
で
地
域

の
防
災
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体

等
の
発
表
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
　
時
　
２
月
20
日
㈯
　
開
場
13

時
　
　

開
　
演
　
13
時
30
分
～
（
２
時
間

程
度
予
定
）

会
　
場
　
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井

文
化
ホ
ー
ル

※
入
場
自
由
、
参
加
費
無
料
で
す
。

事
例
発
表
予
定
団
体

 

・
町
内
自
主
防
災
組
織

 

・
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
４
９
６
）
６
６
３
５

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
２
月
の
住

民
回
覧
や
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　『
傾
聴
』
と
は
耳
を
傾
け
て
熱

心
に
話
を
聴
く
こ
と
で
す
。
傾
聴

を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
日
常
生
活

で
人
間
関
係
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ

た
り
、
相
手
と
の
信
頼
関
係
を
築

き
や
す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

日
　
時
　〈
第
１
回
〉
２
月
12
日

㈮
10
時
～
12
時
、〈
第
２
回
〉
２

月
19
日
㈮
　
10
時
～
12
時

会
　
場
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
　

２
階
会
議
室

講
　
師
　
眞
鍋
里
美
氏
（
元
い
の

ち
の
電
話
相
談
員
）

定
　
員
　
20
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限
　
２
月
８
日
㈪

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
社
会

福
祉
協
議
会
☎
（
４
９
６
）
６
６

３
５

広告

株式会社株式会社

「そうそうこんな感じ」を提案します!!

［HP］ http://www.at80.co.jp/   ［E-mail］ at-80@topaz.ocn.ne.jp
〒289-1115 千葉県八街市八街ほ211　 TEL.043（444）2024　FAX.043（440）1101

星
空
の
観
察
会

（
青
少
年
相
談
員
事
業
）

人
権
教
育
セ
ミ
ナ
�

﹁
子
ど
も
の
貧
困
と

 
 
学
習
支
援
の
効
果
﹂

地
域
福
祉

 
フ
�
�
ラ
ム
開
催

傾
聴
入
門
講
座

10



　
新
春
の
年
頭
を
飾
る
恒
例
の

「
酒
々
井
町
消
防
出
初
式
」
が
、

１
月
９
日
に
中
央
台
公
園
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
、
町
内
外
か
ら
多
数
の

来
賓
が
出
席
し
、
千
葉
県
知
事
、

千
葉
県
消
防
協
会
長
な
ど
か
ら
、

功
労
の
あ
っ
た
消
防
団
員
に
対
し

て
各
種
表
彰
が
行
わ
れ
、
併
せ
て

町
内
の
消
防
機
庫
の
敷
地
を
ご
提

供
頂
い
た
方
、
昨
年
限
り
で
消
防

団
を
退
団
さ
れ
た
方
等
に
対
し
て

感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 地

域
の
安
全
・
安
心
の
た
め

消
防
団
員
が
決
意
を
新
た
に

平
成
28
年
町
消
防
出
初
式

町
消
防
出
初
式

　
 

　

  

表
彰
者
一
覧
（敬称略）

功
労
章
　

団
員
　
　
渋
谷
　
勝
利（
第
1
分
団
）

精
勤
章

分
団
長
　
篠
原
　
　
稔（
第
７
分
団
）

団
員
　
　
木
内
　
常
之（
第
８
分
団
）

団
員
　
　
鈴
木
　
準
一（
第
９
分
団
）

精
勤
章

副
分
団
長
　
小
嶋
　
淳
一（
第
５
分
団
）

団
員
　
　
戸
田
　
　
淳（
第
12
分
団
）

団
員
　
　
宇
佐
見
　
潤（
第
２
分
団
）

団
員
　
　
篠
原
　
孝
明（
第
３
分
団
）

団
員
　
　
飯
田
　
幸
男（
第
７
分
団
）

功
労
章

団
員
　
　
青
木
　
　
隆（
第
８
分
団
）

団
員
　
　
宮
田
　
浩
司（
第
11
分
団
）

勤
続
章

団
員
　
　
吉
田
　
晃
之（
第
４
分
団
）

団
員
　
　
長
谷
川
芳
勝（
第
11
分
団
）

精
勤
章

団
員
　
　
相
京
　
徹
哉（
第
１
分
団
）

団
員
　
　
曽
根
田
隆
洋（
第
１
分
団
）

部
長
　
　
川
﨑
　
真
弘（
第
２
分
団
）

団
員
　
　
子
安
　
　
登（
第
６
分
団
）

団
員 

　  
川
上
　
裕
司（
第
９
分
団
）

分
団
長
　
宮
川
　
義
道（
第
11
分
団
）

分
団
長
　
池
田
　
聡
志（
第
１
分
団
）

分
団
長
　
林
　
　
憲
吾（
第
２
分
団
）

分
団
長
　
髙
梨
子
淳
一（
第
３
分
団
）

分
団
長
　
佐
藤
　
和
彦（
第
４
分
団
）

分
団
長
　
中
山
　
正
幸（
第
５
分
団
）

分
団
長
　
加
藤
慎
一
郎（
第
８
分
団
）

分
団
長
　
佐
久
間
太
郎（
第
10
分
団
）

分
団
長
　
篠
原
　
　
伸（
第
12
分
団
）

団
員
　
　
木
我
　
勇
一（
第
３
分
団
）

分
団
長
　
林
　
　
　
寛（
第
９
分
団
）

副
分
団
長
　
栗
原
　
孝
之（
第
10
分
団
）

部
長
　
　
伊
藤
　
雄
三（
第
１
分
団
）

団
員
　
　
大
谷
　
真
一（
第
１
分
団
）

分
団
長
　
池
田
　
聡
志（
第
１
分
団
）

副
分
団
長
　
中
䑓
陽
一
郎（
第
１
分
団
）

団
員
　
　
曽
根
田
隆
洋（
第
１
分
団
）

分
団
長
　
林
　
　
　
寛（
第
９
分
団
）

班
長
　
　
竹
尾
　
紀
彦（
第
９
分
団
）

団
員
　
　
相
京
　
達
也（
第
９
分
団
）

副
分
団
長
　
清
宮
　
礼
雄（
第
９
分
団
）

伊
豆
神
社
代
表
役
員
　
宮
本
　
勇
人

　  

（
飯
積 

消
防
機
庫
敷
地
提
供
者
）

元
第
３
分
団
　
齋
藤
　
健
人

元
第
８
分
団
　
石
渡
　
洋
一

飯
沼
百
合
子

（
第
６
分
団
　
飯
沼
　
大
輔
）

　
な
お
、
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
危
機
管
理

室
☎

２
１
８

　
昨
年
11
月
25
日
に
、
酒
々
井
中

学
校
体
育
館
で
、
福
祉
用
品
贈
呈

式
が
行
わ
れ
、
同
校
生
徒
会
役
員

（
写
真
左
）
か
ら
町
社
会
福
祉
協

議
会
の
齋
藤
会
長
に
「
室
内
用
歩

行
器
」
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
校
の
福
祉
用
品
の
贈
呈
は
、

平
成
８
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
活
動

で
、
生
徒
会
が
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
ア
ル

ミ
缶
や
プ
ル
タ
ブ
の
収
集
活
動
や

段
ボ
ー
ル
、
古
紙
回
収
な
ど
の
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
を
行
い
、
換
金
し

た
資
金
を
も
と
に
福
祉
用
品
を
購

入
し
て
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
を

は
じ
め
と
し
た
町
内
の
福
祉
団
体

等
に
寄
贈
し
て
い
る
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
酒
々
井
中
学
校

☎
（
４
９
６
）
１
０
４
０

酒
々
井
中
学
校

福
祉
用
品
贈
呈
式

消防団員の分列行進

千葉県知事功労章を受ける渋谷さん
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【
千
葉
県
知
事
表
彰
】

【
千
葉
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

【
千
葉
県
消
防
協
会

　
　
　    

印
旛
支
部
長
表
彰
】

【
千
葉
県
防
災
危
機
管
理
部
長
表
彰
】

【
酒
々
井
町
長
表
彰
】

【
酒
々
井
町
長
感
謝
状
】

【
佐
倉
市
八
街
市
酒
々
井
町

　
　
消
防
組
合
消
防
長
表
彰
】

【
酒
々
井
町
消
防
団
長
表
彰
】

【
酒
々
井
町
消
防
団
長
感
謝
状
】

【
酒
々
井
町
内
助
功
労
感
謝
状
】



　
鳩
を
介
し
て
交
流
事
業

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
を
行
っ
て
い
る
一
般
社

団
法
人
日
本
鳩
レ
ー
ス
協

会
『
成
田
競
翔
連
合
会
』

の
鶴
岡
英
男
会
長
か
ら
12

月
25
日
に
「
会
の
活
動
の

お
役
に
立
て
れ
ば
」
と
19

年
連
続
で
『
酒
々
井
町
手

を
つ
な
ぐ
親
の
会
』
に
寄

付
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
寄
付
を
受
け
た
伊
藤
光

子
会
長
か
ら
は
「
心
身
に

障
害
が
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
活
動
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
と
お
礼
の
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉

課
福
祉
班
☎

１
３
５

　
12
月
５
日
、
酒
々
井
町
宣
伝
部

主
催
に
よ
る
「
酒
々
井
de
婚
活
」

が
飯
沼
本
家
（
明
治
蔵
）
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ベ
イ
エ
フ
エ
ム
（
ラ

ジ
オ
）
で
ご
活
躍
の
き
ゃ
ん
ひ
と

み
さ
ん
を
司
会
に
迎
え
、
応
募
者

１
１
５
人
か
ら
抽
選
で
当
選
さ
れ

た
男
性
33
人
、
女
性
30
人
合
計
63

人
の
参
加
者
が
、
酒
々
井
の
美
味

し
い
料
理
を
味
わ
い
、
餅
つ
き
体

♦ 

短
　
歌

♦ 

短
　
歌

色
あ
せ
し
サ
ル
ビ
ア
の
花
直た
だ

に
立
つ
立
冬
の
朝
何
を
思
ふ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
莇
　
　
光
子

今
日
よ
り
は
明
日
と
云
う
日
を
思
ひ
つ
つ
師
走
の
街
に
惑
へ
る
我
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
井
　
和
子

眠
る
街
の
ね
む
ら
ぬ
駅
舎
明
あ
か
と
夜
半
の
空
に
灯
り
を
映
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
　
教
子

仰
ぎ
見
る
皇
帝
ダ
リ
ア
の
た
よ
り
な
き
花
に
い
の
ち
の
脆
き
を
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
下
　
康
子

た
つ
波
が
岩
に
砕
け
る
し
ぶ
き
花
暫
し
み
と
れ
る
銚
子
の
海
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鬼
丸
　
幸
子

熟
れ
柿
や
小
鳥
の
重
み
受
け
兼
ね
し
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
　
　
裕
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
の
木
の
芽
明
日
は
良
い
事
あ
り
さ
う
な
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
遊
琴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猫
抱
き
て
我
手
暖
む
朝
な
り
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
澤
　
波
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菜
の
花
と
水
仙
あ
ふ
れ
春
あ
ふ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
居
美
智
子

　
社
会
福
祉
法
人
酒
々
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
、
次
の
と
お
り
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

（
金
銭
）

・
チ
ェ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　  

３
９
万
７
４
３
円

・
山
口
　
昌
利
　
　  

　
１
０
万
円

・
越
川
　
　
恒
　
　  

　
　
５
万
円

・
酒
々
井
町
婦
人
会
　 

　
３
万
円

・
職
工
組
合
「
匠
の
会
」 

１
万
円

・
あ
み
む
め
も
　
　
　 

　
３
千
円

・
匿
名
（
５
件
）
　
　
　
　

　
　
　
　
　 

３
万
５
千
６
６
５
円

あ
り
が
と
う

寄
付
金
を
手
渡
す
鶴
岡
会
長
（
右
）

杉玉について説明を受ける参加者（飯沼本家）

きゃんひとみさんの司会で盛り上がりました

善意をありがとう19 年連続で寄付

験
や
酒
蔵
見
学
、
利
き
酒
等
の
楽

し
い
催
し
で
盛
り
上
が
り
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　
結
果
７
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生

し
、
お
互
い
の
連
絡
先
を
交
換
さ

れ
た
よ
う
で
す
。
将
来
は
、
一
緒

に
酒
々
井
町
に
住
ん
で
い
た
だ
け

る
と
い
い
で
す
ね
。

問
い
合
わ
せ
　
住
民
協
働
課
活
動

推
進
班
☎

３
６
１ 

・
３
６
２

素
敵
な
出
会
い
を
演
出

男
女
も
グ
ル
メ
も
大
集
合
「
酒
々
井
de
婚
活
」

12

（
住
民
公
益
活
動
補
助
金
・
課
題
提
案
型
採
択
事
業
）



　
１
月
16
日
に
総
合
公
園
の
園
路

で
「
第
35
回
酒
々
井
町
新
春
駅
伝

競
走
大
会
」
が
開
か
れ
、
小
学
生

か
ら
大
人
ま
で
52
チ
ー
ム
２
６
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
絶

好
の
駅
伝
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
ラ
ン
ナ
ー
は
、
応
援

の
方
々
の
熱
い
声
援
を
受
け
な
が

ら
、
園
路
を
使
用
し
た
約
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
特
設
コ
ー
ス
を
一
生

懸
命
に
駆
け
抜
け
タ
ス
キ
を
つ
な

い
で
い
ま
し
た
。

　
競
走
終
了
後
に
は
、
特
製
と
ん

汁
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
、

湯
気
が
立
ち
上
る
と
ん
汁
を
「
温

か
く
て
美
味
し
い
」
と
言
い
な
が

ら
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
大
会
で
の
上
位
入
賞

チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︻
一
般
の
部
︼

優
　
勝
　
ア
ベ
レ
ー
ジ
40

準
優
勝
　
ぴ
よ
ち
ゃ
ん
ず

第
３
位
　
酒
々
井
中
職
員
Ａ

︻
中
学
生
男
子
の
部
︼

優
　
勝
　
野
球
部
Ａ
（
Ｔ
Ｋ
Ｔ
）

準
優
勝
　
人
間
国
宝
Ⅲ

第
３
位
　
陸
上
部
長
距
離

︻
中
学
生
女
子
の
部
︼

優
　
勝
　
陸
女

準
優
勝
　
女
子
テ
ニ
ス
部
Ａ

第
３
位
　
柔
道
ｆ
ｉ
ｖ
ｅ
５
Ｇ
Ｏ

︻
小
学
生
の
部
︼

優
　
勝
　
酒
々
井
Ｆ
Ｃ
グ
リ
ー
ン

準
優
勝
　
Ｙ
Ｄ
Ｋ
５

第
３
位
　
酒
々
井
Ｆ
Ｃ
ホ
ワ
イ
ト

国土交通省酒々井支所での体験（酒々井小） 消防署での体験（大室台小）

新
春
駅
伝
競
走
大
会

52
チ
�
ム
２
６
０
人
が
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た

　
酒
々
井
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ミ
ッ

ク
ス
大
会
が
11
月
29
日
、
大
室
台

小
学
校
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
一
般
の
方
42
組
84
人

が
参
加
し
、
各
部
門
で
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
入
賞
さ
れ
た
方
は
次
の

と
お
り
で
す
。

︻
ミ
�
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
１
部
︼

優
　
勝
　
小
口
・
佐
藤
ペ
ア

準
優
勝
　
坪
井
・
木
曽
ペ
ア

第
３
位
　
伊
藤
・
大
木
ペ
ア

　
　
　
　
今
泉
・
芹
川
ペ
ア

︻
ミ
�
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
２
部
︼

優
　
勝
　
八
尋
・
塚
原
ペ
ア

準
優
勝
　
渡
邉
・
鈴
木
ペ
ア

第
３
位
　
酒
井
・
板
谷
ペ
ア

　
　
　
　
菅
谷
・
齋
藤
ペ
ア

　
　
　
　
江
波
戸
・
加
藤
ペ
ア

︻
ミ
�
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
３
部
︼

優
　
勝
　
金
澤
・
浅
野
ペ
ア

準
優
勝
　
荒
井
・
山
崎
ペ
ア

第
３
位
　
斉
藤
・
岩
井
ペ
ア

　
千
葉
県
教
育
委
員
会
で
は
、

小
・
中
・
高
校
生
の
勤
労
観
・
職

業
観
の
育
成
や
職
業
選
択
能
力
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
児

童
・
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
た

キ
�
リ
ア
教
育
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　
町
の
小
・
中
学
校
３
校
で
は
、

町
内
外
の
事
業
所
の
ご
厚
意
で
子

ど
も
た
ち
が
貴
重
な
体
験
学
習
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
酒
々
井
小
学
校

　
　
　
　
六
年
　
菊き
く
ち地

　
立た
つ
き起

　
11
月
19
日
�
ぼ
く
は
﹁
ゆ
め
・

仕
事
ぴ
�
た
り
体
験
﹂
で
国
土
交

通
省
酒
々
井
支
所
を
訪
問
し
ま
し

た
�
黄
色
の
車
に
乗
�
て
成
田
ス

カ
イ
ア
ク
セ
ス
線
の
成
田
湯
川
駅

近
く
に
行
き
ま
し
た
�
そ
こ
は
�

北
千
葉
道
路
の
工
事
現
場
で
�
大

規
模
な
工
事
を
し
て
い
ま
し
た
�

　
ク
レ
�
ン
な
ど
の
建
設
機
械
に

体
験
乗
車
さ
せ
て
も
ら
�
た
こ
と

は
�
と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し

た
�
ま
た
�
国
土
交
通
省
の
仕
事

に
つ
い
て
�
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か

�
た
ぼ
く
に
�
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
て
い
た
だ
き
�
み
ん
な
の
た

め
に
な
る
大
切
な
仕
事
だ
と
分
か

り
ま
し
た
�

国
土
交
通
省

酒
々
井
支
所
へ
訪
問

小
・
中
学
生
が

　
　
　
　
職
場
体
験

町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

 
 
ミ
�
ク
ス
大
会

ペットショップでの職場体験（酒々井中）
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今
年
度
対
象
の
方
で
、
接
種
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
期
限
ま
で
に
接
種
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
こ
の
予
防
接
種
は
５
年
ご
と
に
接

種
を
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

平
成
31
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
65
歳
の
方

の
み
対
象
と
な
り
ま
す
。
今
回
対
象
の
方
は

５
年
後
に
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度
対
象
者

次
の
①
、
②
の
う
ち
、
今
ま
で
に
一
度
も
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と

の
な
い
方
。

①
平
成
28
年
３
月
末
時
点
で
、
年
齢
が
、
65

歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、

95
歳
、
１
０
０
歳
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
あ
っ
て
、
心

臓
、
腎
臓
、
呼
吸
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障
害
を
有

す
る
方(

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
相
当
の
方)

※
対
象
の
方
に
は
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

　
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
ハ
ガ
キ
を
ご
持

参
の
う
え
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
町
内
医

療
機
関
に
て
予
診
票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
町
外
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
す
る

方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
医
療
機
関
に
は
事
前
に
予

約
し
て
か
ら
行
き
ま
し
ょ
う
。

接
種
回
数
　
１
回

接
種
費
用
　
３
，
５
０
０
円

※
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
事
前
に
生
活
保

護
受
給
証
明
書
を
取
得
し
、
接
種
時
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
機
関
　
委
託
医
療
機
関

接
種
期
限
　
平
成
28
年
３
月
31
日
㈭

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
勤
務
で
き
る
臨
時
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種
　
保
健
師
・
看
護
師
・
助
産
師

勤
務
内
容
　
各
種
検
診
時
の
問
診
や
新
生
児

訪
問
指
導
、
保
健
指
導
な
ど
。
月
に
１
～
４

回
、
１
回
２
～
４
時
間
程
度

申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
連
絡

し
、
写
真
付
の
履
歴
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
随
時

賃
　
　
金
　
時
給
１
，
２
０
０
円

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　保健センターでは、健康に関する講話を各地区の
サークル等の方に対して各地で実施しています。ぜひ、
ご利用ください。
講座内容
 ・運動の効果、効能について
 ・おいしく食べて元気になるヒントや歯と口の話
 ・頭も体もストレッチできる簡単な運動やゲーム等、
　脳や体を活性化する話
　その他、熱中症予防や、風邪の予防など季節に合わせ
た気になることもご希望に沿ってお話しいたします。
また、ご希望により、血圧測定や健康相談も行います。
講座時間　30分～１時間程度（内容や予定時間により
変更できます）
対象者　酒々井町在住の５人以上の方
申込方法　電話、または直接保健センター窓口で団体
名、代表者氏名、住所、連絡先、会場、希望講演日時、
講演時間、参加者数伝え、お申し込みください。
※講座の申し込み後に、保健センターの担当者と打ち
合わせをします。
費用　無料　
※会場の予約等は講座を希望される方がご用意くださ
い（会場使用料を含む）。
申し込み　保健センター　
☆11月21日㈯トヶ崎自治会館において、さつき会の皆
さんにお話しをさせていただきました。

　安心して出産・育児をするために、また、お友達作
りのためにも、ぜひご参加ください。
日時・内容　〈表〉のとおり
会場　保健センター
持ち物　母子健康手帳・筆記用具
費用　無料
申込方法　各回の前日までに、電話または直接保健セ
ンターへお申し込みください
※１回だけの参加もできます。
※４回目はご家族の方も参加できます。

～ 出 前 健 康 講 座 ～～マタニティ・ママパパクラス～

出前健康講座　トヶ崎自治会館の様子

日　　　時 内　　　容

2月9日㈫
13時30分～16時

妊娠のしくみ・妊娠中の栄養
離乳食・調理体験

2月16日㈫
13時30分～16時

赤ちゃんの保育、先輩ママとの交流
母乳栄養・お口のケア

2月23日㈫
13時30分～16時

妊娠後期の過ごし方
呼吸法・分娩のしくみ

3月5日㈯
12時30分～15時30分

パパの妊婦体験・家族計画
もく浴・調乳実習
２人で行う妊婦体操

〈表〉 マタニティ・ママパパクラス日程等
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酒々井町保健センター
☎（４９６）００９０

問い合わせ

臨
時
職
員
を

　
募
集
し
て
い
ま
す

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種



◎印旛市郡小児初期急病診療所（0～ 15歳まで）
佐倉市江原台2-27（佐倉市健康管理センター内）
☎（485）3355
※受付は、診療時間の15分前までとなります。
 受診の際は、必ず受付時間内でお願いします。

◎成田市急病診療所
成田市赤坂1-3-1（成田市保健福祉館敷地内）
☎0476（27）1116
※受付は、診療時間の15分前までとなります。

◎こども急病電話相談 毎日夜間 19時～ 22時
電話 ＃8000
ダイヤル電話からは☎（242）9939

※来診する際は、事前に電話を入れ、
　保険証を持参してください。

会場：保健センター

今月の行事

予防接種
委託医療機関で実施中

乳幼児
BCG、麻しん風しん混合、不活化ポリオ（単
抗原）、4種混合、日本脳炎、ヒブ、小児用肺
炎球菌、水痘

小学校
6年生 ジフテリア破傷風混合

高齢者 肺炎球菌

診療日時

診　療　日 診療時間

月～土曜日 19時～翌日6時

日曜日・祝日

12月29日～1月3日

9時～17時  

19時～翌日6時

診療科と診療日時
診療科目 診療日 診療時間

内科・小児科 毎　日 19時～23時

内科・小児科
日曜日・祝日
8月13日～15日
12月29日～１月3日

10時～17時外　　科

歯　　科

日 内　　　容 時　　　間

3日㈬
乳
児
相
談

10か月児
Ｈ27. 3月生

受付　10時～11時

4か月児
Ｈ27. 9月生

受付
13時30分～14時30分

4日㈭
10日㈬
25日㈭

ゆりかごルーム 9時30分～12時

15日㈪
ヘルシ―ウォーキング
(雨天中止)
みそ汁塩分測定

受付
9時～9時20分

17日㈬ 1歳6か月児健康診査
H26.6月.7月生

受付
12時45分～13時15分

24日㈬ 2歳児歯科健康診査
Ｈ25.4月.5月.6月生

受付
13時～13時30分

8日㈪
15日㈪
22日㈪
29日㈪

健康相談
歯科健康相談

9時30分～11時

　｢

糖
尿
病
の
予
備
群｣

と
言
わ
れ
た
こ
と

の
あ
る
方
、
糖
尿
病
が
気
に
な
る
方
な
ど
、

糖
尿
病
に
つ
い
て
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
、
運
動
な
ど
を
学
習

し
ま
す
。
ぜ
ひ
生
活
習
慣
の
見
直
し
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

日
　
時
・
内
　
容
　〈
表
〉
の
と
お
り

講
　
師
　
栄
養
士
・
保
健
師

定
　
員
　
20
人

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
計
算
機
（
電
卓
）、

水
分
補
給
の
た
め
の
飲
み
物

会
　
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法
　
２
月
９
日
㈫
ま
で
に
電
話
ま
た

は
直
接
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
保
健
セ
ン
タ
ー

日
　
時
　
２
月
18
日
㈭
13
時
30
分
～
16
時

会
　
場
　
中
央
庁
舎
１
階
会
議
室

※
今
回
の
献
血
は
２
０
０
・
４
０
０
ミ
リ
リ

ッ
ト
ル
で
す
。

日　時 内　　　容

2月16日㈫
9時30分～
　 11時30分

糖尿病とは？
私の食事バランスチェック

2月23日㈫
9時30分～
　 11時30分

運動とフットケア
食品交換表を使ってみよう
尿検査（希望者のみ）

3月1日㈫
9時30分～
　 11時30分

食生活日記で振り返ろう
食事満足度をアップさせよ
う

〈表〉 糖尿病予防教室日程等
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糖
尿
病
予
防
教
室

献
血
に
ご
協
力
を



　里山やアルプス
まで、健康を維持
し、ハイキングを
楽しみませんか。
活動内容　毎月１
～ ２ 回 の 活 動 を
行っています。中
央公民館前から貸し切りバスを利用を
します。（土曜日の日帰りが中心）
会員状況　中高年を中心に現在75人
で男女ほぼ半数の構成ですが、若い
方々も大歓迎です。
入会資格　町内在住または在勤の方
会費　入会金1,000円、年会費1,150円、
スポーツ安全保険料年1,850円、その
他活動費は随時集金します。
申し込み・問い合わせ　町社会教育関
係団体「酒々井ハイキングクラブ」進
藤☎（４９６）０１１３北野☎（４９６）
３７８８

　伝統文化こども茶道
教室は文化庁の補助金
を受けた事業です。町
の『文化祭』で子ども
茶会をしましょう。保
護者の皆さまのご協力
をお願いします。
募集定員　２０人　
対象　４歳以上高校生まで
開催日　４月からの原則毎月第3土曜
日　午前９時30分から2時間程です。
会場　中央公民館　和・茶室　
費用　毎回　５００円（初回のみ懐紙
代プラス100円）
主催　清閑会　代表　阿

あ べ

部　宗
そ う こ

子　
酒々井町東酒々井４丁目
講師　表千家教授　田

た う ら

浦　丈
た け こ

子さん
申込期限　３月３１日㈭
申し込み・問い合わせ　萩原☎０９０

（７７３３）３０８４　

納付期限
　2月29日㈪まで

納税には便利な口座振替を

今月の納期
固 定 資 産 税
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

第４期
第８期
第６期
第８期

2月の

酒々井ハイキングクラブ会員募集 伝統文化こども茶道教室

　文芸コーナーの【俳句】につきまして、
皆さまからの作品を随時募集します。
　なお、応募多数の場合
は広報広聴班により選定
させていただきますのであ
らかじめご了承願います。
申 込 方 法　 住 所、 作 者
名、電話番号をご記入の
うえ、郵送またはメール
でお送りください。
※漢字には全て振り仮名をふり、掲載
月の前々月25日までに１回１句でお
願いします。
宛　先　〒２８５－８５１０
酒々井町中央台４－１１　酒々井町企
画財政課広報広聴班

 kouhou@town.shisui.chiba.jp
問い合わせ　企画財政課広報広聴班
☎ ２２２
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広報ニューしすい
文芸コーナーの作品募集

相　談　名 日　時 ・ 会　場 予約・問い合わせ　など

心配ごと相談 ４日㈭、18日㈭　13時～16時　社会福祉協議会 社会福祉協議会 ☎（４９６）６６３５
※町内在住の方に限ります。
※どちらの相談も事前の電話予約が必要です。

（先着１日６件まで）法律相談 25日㈭　13時～16時　社会福祉協議会

人権相談 ９日㈫　13時～16時　役場西庁舎２階第１会議室 健康福祉課人権推進室 ☎ １３７

身体障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
健康福祉課福祉班 ☎ １３５
相談員・小出喜市さん、小宮山清志さん

知的障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
健康福祉課福祉班☎ １３５
相談員・福田美千代さん

障害者差別相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
印旛健康福祉センター ☎（４８６）５９９１

（２２２）４１３３

子ども相談（町） ９日㈫　13時～16時　役場中央庁舎１階会議室 健康福祉課人権推進室☎ １３７

子ども相談（県）
月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～16時
印旛健康福祉センター家庭児童相談室

印旛健康福祉センター地域福祉課
☎（４８３）１１２０　※電話による相談もできます。

就学・教育・
いじめ相談

月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
学校教育課学校教育班 ☎ ３１２
※電話による相談もできます。

家庭教育相談 毎週木曜日、金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
生涯学習課社会教育班 ☎（４９６）５３３４
※電話による相談もできます。※相談日以外でもご連絡ください。

消費生活相談
５日㈮ 
19日㈮  

　10時～15時　役場中央庁舎１階会議室 経済環境課商工観光班 ☎ ３４５

子育て電話相談
岩橋保育園
中央保育園

月曜日～金曜日（祝休日を除く）
９時～17時
※岩橋保育園は月曜日に栄養相談あり

岩橋保育園 ☎（４８１）７０２１
中央保育園 ☎（４９６）１２７４

年金相談 今月の年金相談はございません。 税務住民課年金班 ☎ １２１・１２２

｝



日時　３月１３日㈰　１４時開演
会場　プリミエール酒々井　文化ホール
チケット　一般／前売り券２,０００円　
当日券２，５００円、小学生１，０００円　
販売場所　まがり家、大谷屋酒店、カ
フェひだまり他
主催　NPO法人 輝け酒々井まちづくり
研究会
共催　酒々井まちづくり研究所
問い合わせ　山本☎０８０（２５６６）３
２３３、杉山☎０９０（５８０１）８３９７
住民協働課☎ ３６１・３６２

日時　２月２５日㈭　１４時～１５時３０
分（１３時３０分より開場）
会場　成田赤十字病院Ａ棟８階 講堂
講師　成田赤十字病院　眼科医師
宇
う た か

高　靖
やすし

先生
定員　１００人（先着順）※無料
申込方法　必要事項（住所、氏名、連
絡先）を記入し、次の方法でお申し込み
ください。①はがき②電話③直接病院「健
康管理センター窓口⑯番」へ
申し込み・問い合わせ　成田赤十字病
院　社会課〒２８６‐８５２３　成田市
飯田町９０‐１　公開健康講座「白内障・
緑内障について」宛
☎０４７６（２２）２３１１（ ７５０４）

日時　２月20日㈯　９時～ 18時（予定）
会場　佐倉市八街市酒々井町消防組合
消防本部　４階講堂　佐倉市大蛇町
２８１（佐倉市立白銀小学校向かい）
内容　ＡＥＤの使用法を含めた上級救
命講習会
募集人数　５０人（先着順）＊定員にな
り次第締め切ります。

受付開始　２月１日㈪９時～受付開始　
※参加費用　無料
申し込み・問い合わせ　消防本部警防
課（救急救助係）☎（４８１）１２４８
酒々井消防署（救急係）☎（４９７）
０１１９

　企業と就業を考えている求職者が、交
流を通して理解を深め、就職決定に向け
たイベントを開催します。
日時　２月１９日㈮ １３時～１６時３０分
会場　成田市文化芸術センター
スカイタウンホール
対象　就職を希望している方
企業　15 ～ 20社（成田市中心）
問い合わせ　地域しごと支援センターち
ば☎０４７（４２６）８４７８

　日頃の作業学習で製作した作業製品
を販売いたします。

【中等部】

日時　２月１７日㈬　１０時４５分～１４
時１０分
会場　イトーヨーカドー四街道店
内容　木工製品、竹炭製品、染め物の
製品の販売

【高等部】

日時　２月１６日㈫　１０時～１５時
会場　ユアエルム成田店　１階センター
プラザ
内容　ビーズ製品、革製品、陶芸製品、
野菜、花苗等の販売
問い合わせ　印旛特別支援学校　担当

（中等部）豊田　（高等部）山口　☎
０４７６（９８）２２００

　ハローワークの紹介によって、就職の
ために、住所または居住を変更する場合
や遠方の事業所で面接を行う場合に費
用を国が負担する「移転費」「広域求職

活動費」制度があります。
問い合わせ　ハローワーク成田駅前庁
舎雇 用 保 険 給 付 係 ☎０４７６（ ８５）
８６１２　　

　町立図書館は、資料の点検等を行う
ため、２月３日㈬から２月９日㈫まで臨
時休館となります。
　期間中は図書館のすべての業務を停止
しますので、図書の返却は事務室窓口ま
たはブックポストへお願いします。
　なお、ＣＤ・ＤＶＤ・ビデオは、破損
の恐れがありますので、事務室窓口へご
返却ください。
　プリミエールは通常通り開館します。
問い合わせ　図書館☎（４９６）８６８２

　県では、仲間づくり、生きがいづくり、
社会参加に興味のある県内在住の昭和
36年４月１日以前に生れた方を対象に学
生を募集しています。
受付期間　２月５日㈮～ 29日㈪
授業料（年間）

地域活動部（2年間）15,400円、
造形学部（1年間）（園芸コース）27,700
円、（陶芸コース）55,500円、
地域活動専攻科（1年間、地域活動部卒
業生のみ）15,400円
問い合わせ、案内書（入学願書）配布

千葉県生涯大学校事務局（千葉市中央
区仁 戸名町６６６－２） ☎043（266）
4705　郵送の場合、返信用封筒（角2サ
イズに宛先を記入し１４０円切手を貼付）
を同封のうえお申し込みください。下記
のアドレスからからも入手できます。

http://www.pref.chiba.lg.jp/koufuku/
j inza i /shouga ida igaku /gansho_
nyuusyu.html
健康福祉課福祉班☎ 134でも配布しま
す。

企業と求職者の交流イベント

朝市 夕市

木曜市
朝　市＝役場駐車場（7時～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）

木曜市＝東酒々井直売所（10時～正午）
（１月14日㈭～）

毎週日曜日開催（１月24日㈰～）

朝市 夕市

木曜市

朝　市＝役場駐車場（6時40分～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）

木曜市＝東酒々井直売所（10時～正午）

インフォメーション

印旛特別支援学校「よしきりフェア」

臨時休館のお知らせ
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催し・講座

お知らせ

NPO法人輝け酒々井
まちづくり研究会町民交流事業
「琴と馬頭琴が奏でる
若草の香り」コンサート

成田赤十字病院公開健康講座
「白内障・緑内障について」

上級救命講習会の開催
（佐倉市八街市酒々井町消防組合）

都市部から地方への就職を
希望する雇用保険を受給中の皆様へ

募　集

平成28年度入学生募集
千葉県生涯学習大学校
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【税務住民課】
住民票・戸籍・印鑑証明等の交付、印鑑登録・戸籍届
書の受付（転入・転出等の住民異動に係るものは除く）
納税・所得・固定資産等各種証明書の交付、納税相談、
収納（町税・国民健康保険税）

◆ 酒々井町のホームページ  http://www.town.shisui.chiba.jp/ ◆

※ＣＤに録音した「声の広報」もあります。詳しくは、お問い合わせください。　　社会福祉協議会☎（496）6635問
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休日窓口開庁日
28日㈰ 8:30 ～ 12:00

　たこ揚げ大会に参加した子どもたち

2 月のプリミエール酒々井

問い合わせ　 プリミエール酒々井 ☎（４９６）８６８１
　 　　　　　図書館 ☎（４９６）８６８２

休館日　文化ホール　１、８、12、１５、２２、２９日
　　　　図書館　１、３～９、12、１５、１８、２２、２９日
　　　　　　　　（３～９日は臨時休館）

おはなし会　　　１１日㈭  15 時 30 分～
　　　　　　　　２８日㈰  15 時～

図書館

日　　時 内　　　容

１日㈪   10時30分 読み聞かせ（関口さん）

２日㈫　11時 読み聞かせ

９日㈫　11時 作ってあそぼう（ひな人形）

10日㈬　11時 ふれあい遊び・親子で体操

12日㈮　11時 ギター演奏（飯田さん）

16日㈫　11時 誕生会

19日㈮　11時 ０歳児のための読み聞かせ

23日㈫　11時 親子の時間（ジーバーズ）

会場　しすいあいあいルーム　役場西庁舎１階
問い合わせ　こども課子育て支援班☎ ３７２

日　　時 内　　　容

８日 ㈪　10時10分
絵具で雪ちょんちょん遊び

（バレンタインカード作り）

15日 ㈪　10時10分 施設見学会

23 日㈫　10時
栄養士による講話
～年齢にあった食事のバランス～

会場・問い合わせ　昭苑保育園　☎（３１２）４７９７

保育園 開催日 内　　　容 対 象

岩橋保育園
☎（481）7021

10日㈬ 紙芝居
乳
幼
児
と
保
護
者

24日㈬ 親子で体操

中央保育園
☎（496）1274

３日㈬ 親子で体操

10日㈬ パネルシアター

17日㈬ 読み聞かせ

24日㈬ 親子で体操

時間　９時～11時　問い合わせは各保育園へ

しすい「あいあいルーム」

しょうえん「こども こそだてルーム」

みんなおいでよ！園庭開放（2月の予定）

子育て支援活用カレンダー子育て支援活用カレンダー子育て支援活用カレンダー

子育て支援
活用カレンダー
子育て支援
活用カレンダー
子育て支援
活用カレンダー

11月

2月


